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江東区地域振興部
文化観光課文化財係
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「
江
戸
の
粋い

き

に
触
れ
、
体
感
す
る
。
そ
し

て
伝
統
的
な
技
術
に
出
会
う
」。
そ
の
よ
う

な
機
会
が
「
文
化
財
保
護
強
調
月
間
」
の
期

間
中
に
訪
れ
ま
す
。
普
段
な
か
な
か
触
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
「
伝
統
」
を
見
に
、
ぜ
ひ

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
の
す
が
す
が
し
い
秋
に
、「
歴
史
と
文

化
を
考
え
よ
う
」
と
銘
打
っ
て
、
歴
史
あ
る

文
化
財
を
一
挙
公
開
い
た
し
ま
す
。「
江
東

区
民
ま
つ
り
」
の
一
環
と
し
て
、
都
立
木
場

公
園
で
行
わ
れ
る
「
民
俗
芸
能
大
会
」。
そ

こ
で
演
じ
ら
れ
る
芸
能
は
、
江
戸
時
代
か
ら

続
く
も
の
で
、
本
区
の
地
域
性
と
深
く
結
び

つ
い
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
深
川
江
戸

資
料
館
で
行
わ
れ
る
「
伝
統
工
芸
展
」
で
は
、

江
戸
時
代
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
の
、

も
の
づ
く
り
文
化
を
支
え
た
伝
統
的
な
技
術

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
工
芸
作
品
を
見

る
機
会
は
あ
り
ま
す
が
、
実
演
を
通
じ
て
製

作
過
程
を
知
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
ほ
か
、
本
区
の
歴
史
を
紐ひ

も

解と

く
文

化
財
講
演
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

江
東
区
の
歴
史
と
文
化
に
触
れ
る
こ
と

は
、
地
域
を
理
解
す
る
う
え
で
と
て
も
大
切

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

詳
細
は
、
2
・
3
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

江
戸
の
文
化
を
体
感
す
る

○江東区文化財保護強調月間2022
歴史と文化を考えよう
・江戸の文化を体感する
・民俗芸能大会
・文化財講演会
・江東区伝統工芸展

○清澄庭園の石造物
○文化財説明板の紹介
○資料紹介
絵葉書で見る明治・大正期の亀戸駅

○江東歴史紀行
江戸時代の永代橋

○明治８年架橋の永代橋

江東区文化財保護強調月間2022

名所江戸百景　深川万年橋（歌川広重）名所江戸百景　深川万年橋（歌川広重）
（国立国会図書館デジタルコレクション）（国立国会図書館デジタルコレクション）

歴史と文化を
考えよう

歴史と文化を
考えよう



民
俗
芸
能
大
会

文
化
財
講
演
会

10
月
16
日（
日
）

会
場　

都
立
木
場
公
園

（
木
場
4
丁
目
）

2

【
午
前
11
時
〜
12
時
30
分
】

場
所　

入
口
広
場

木
場
の
角
乗�
東
京
木
場
角
乗
保
存
会

江
戸
時
代
、
木
場
の
筏
師
（
川か

わ

並な
み

）
は
、

鳶と
び

口ぐ
ち

一
つ
で
材
木
を
筏
に
組
ん
で
い
ま
し

た
。
角
乗
は
、
そ
の
仕
事
の
余
技
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

【
午
後
1
時
〜
3
時
20
分
】

場
所　

ふ
れ
あ
い
広
場

富
岡
八
幡
の
手
古
舞

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会

富
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
で
神
輿
の
先
頭
に
立

ち
、
木
遣
を
歌
い
な
が
ら
、
男

お
と
こ

髷ま
げ

に
裁た

っ
つ
け
ば
か
ま

着
袴

と
い
う
粋
な
い
で
た
ち
で
練
り
歩
き
ま
す
。

昔
は
、
辰た

つ

巳み

芸
者
が
行
い
ま
し
た
。

砂
村
囃
子�

砂
村
囃
子
睦
会

江
戸
時
代
中
期
に
金
町
の
香
取
明
神
社（
現

葛
飾
区
葛
西
神
社
）
の
神
官
が
農
民
に
教
え

た
祭
囃
子
の
流
れ
を
汲く

む
お
囃
子
で
す
。

木
場
の
木
遣�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
の
川
並
衆
が
材
木
を
繰
る
時
、
お
互

い
の
息
を
合
わ
せ
る
た
め
、
歌
わ
れ
た
労
働

歌
で
す
。

木
場
の
木
遣
念
仏�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
大
数
珠
を

手
繰
り
な
が
ら
念
仏
を
唱
え
る
大
変
珍
し
い

も
の
で
す
。

深
川
の
力
持�

深
川
力
持
睦
会

江
戸
時
代
か
ら
倉
庫
地
帯
で
あ
っ
た
佐
賀

辺
り
で
、
米
俵
や
酒
樽
な
ど
の
運
搬
を
す
る

人
々
の
余
技
と
し
て
芸
能
化
し
ま
し
た
。

「
吉
宗
・
静
山
・
庶
民
も
見
た
西
洋
絵
画
　

〜
五
百
羅
漢
寺
の
油
絵
〜
」

本
年
度
の
「
文
化
財
講
演
会
」
で
は
、
岩

崎
均
史
氏
（
江
東
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
・
静
岡
市
東
海
道
広
重
美
術
館
館
長
）
に

羅
漢
寺
の
歴
史
、
同
寺
に
存
在
し
た
絵
画
に

つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

天
恩
山
五
百
羅
漢
寺
は
、
江
戸
時
代
の
江

東
区
域
（
現
在
の
西
大
島
駅
付
近
）
に
か
つ

て
存
在
し
た
寺
院
で
す
（
現
在
は
目
黒
区
）。

そ
の
存
在
は
、
等
身
大
の
五
百
羅
漢
像
、
三さ

ん

匝そ
う

堂ど
う

（
さ
ゞ
ゐ
堂
）
が
建
造
物
と
し
て
大
変

特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の

人
が
訪
れ
る
江
戸
の
名
所
の
一
つ
に
も
な
り

ま
し
た
。
そ
の
繁
栄
ぶ
り
は
、
多
く
の
浮
世

絵
に
描
か
れ
、
随
筆
や
日
記
に
も
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
寺
院
に
は
、
は
る
ば
る
オ

ラ
ン
ダ
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
油
絵
が
存
在
し
、

こ
ち
ら
も
人
の
耳
目
を
集
め
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
な
ぜ
、
禅
宗
の
寺
院
に
、
鎖
国
政

策
で
日
本
国
内
に
運
ば
れ
る
こ
と
が
困
難

だ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
油
絵
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
経
緯
や
顛
末
を
画
像

と
資
料
を
用
い
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

日
時
　
11
月
9
日
（
水
）

入
場
無
料

　
　
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時	

会
場
　�

江
東
区
教
育
セ
ン
タ
ー
1
階
大
研
修

室
（
東
陽
2
︱
3
︱
6
）

定
員
　�

30
人
（
抽
選
）

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
で
の
申
込
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
1
枚
に
つ
き
1
名
で
、

複
数
名
の
申
込
は
不
可
と
し
ま
す
。

往
信
面
裏
に
①
講
座
名「
文
化
財
講
演
会
」、

②
住
所
、
③
氏
名
・
ふ
り
が
な
、
④
電
話
番

号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

返
信
面
表
に
⑤
郵
便
番
号
、
⑥
住
所
、
⑦

氏
名
を
記
入
し
、
〒
1
3
5
︱
8
3
8
3　

江
東
区
東
陽
4
︱
11
︱
28 

江
東
区
地
域
振
興

部
文
化
観
光
課
文
化
財
係
へ
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。
結
果
は
返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※ 

消
え
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
は
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

締
切
　
10
月
12
日
（
水
）
必
着

問
い
合
わ
せ
先

江
東
区
地
域
振
興
部
文
化
観
光
課
文
化
財
係

電　

話　

0 

3
︱
3
6
4
7
︱
9
8
1
9

F
A
X　

0 

3
︱
3
6
4
7
︱
8
4
7
0

木場の角乗（右上）
富岡八幡の手古舞（右下）
砂村囃子（中上）
木場の木遣（左上）
深川の力持（左下）

「名所江戸百景 五百羅漢さゞ ゐ堂」
（国立国会図書館デジタルコレクション）



無
形
文
化
財
公
開
事
業

江
東
区
伝
統
工
芸
展
〜
工
芸
の
ち
か
ら
〜

江
東
区
伝
統
工
芸
展
〜
工
芸
の
ち
か
ら
〜

無
形
文
化
財
公
開
事
業

日
時
　
10
月
29
日（
土
）〜
11
月
3
日（
木・祝
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
　
深
川
江
戸
資
料
館
　
地
階
レ
ク
ホ
ー
ル（
江
東
区
白
河
１
―
３
―
28
）

入
場
無
料

実演公開日程表
日程 技術 保持者

10/29
（土）

午
前

刀剣研磨 臼木良彦
べっ甲細工 磯貝　實
表具 岩崎　晃

午
後

刀剣研磨 臼木良彦
相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀
木彫刻 渡邉美憲

10/30
（日）

午
前

襖榾・襖椽 鈴木延坦
帯製作 杉浦正雄
更紗染 佐野利夫

午
後

建具 友國三郎
茶の湯指物 山田一彦
更紗染 佐野利夫

10/31
（月）

午
前

茶の湯指物 山田一彦
江戸切子 小林淑郎
無地染 近藤良治

午
後

襖榾・襖椽 鈴木延坦
江戸切子 小林淑郎
無地染 近藤良治

11/1
（火）

午
前

建具 友國三郎
染色補正 丸田常廣
表具 岩崎　晃

午
後

帯製作 杉浦正雄
木彫刻 渡邉美憲
表具 岩崎　晃

11/2
（水）

午
前

相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀
染色補正 丸田常廣
無地染 近藤良治

午
後

襖榾・襖椽 鈴木延坦
すだれ製作 豊田　勇
無地染 近藤良治

11/3
（木・祝日）

午
前

刀剣研磨 臼木良彦
茶の湯指物 山田一彦
すだれ製作 豊田　勇

午
後

刀剣研磨 臼木良彦
建具 友國三郎
木彫刻 渡邉美憲

※都合により変更する場合もあります�（順不同・敬称略）

本展は、新型コロナウイルス感染症の
影響により中止または変更される場合が
あります。またご来場される際には、マ
スクの着用、手指消毒、検温等にご協力
ください。体調のすぐれない方は来場をお
控えください。

木場IC

東西線

都営新宿線

半蔵門線
清
澄
白
河
駅

森下駅 菊川駅

木場駅

門前仲町駅

木場IC

新大橋新大橋 新大橋通り

隅
田
川

小名木川

隅
田
川

小名木川 高
橋
高
橋

森下文化センター

永代通り

木場IC

葛西橋通り

芭
蕉
記
念
館
・
分
館

清澄庭園
深川図書館

清澄庭園
深川図書館

海
辺
橋
海
辺
橋

清
澄
通
り

仙台堀川

清洲橋清洲橋
清澄
白河駅前
清澄
白河駅前

清澄
庭園前
清澄
庭園前

首都高速道路首都高速道路

清洲橋通り

森下文化センター

清洲橋通り

三
ツ
目
通
り

木
場
公
園採荼庵跡

深川江戸資料館

都
営
大
江
戸
線

木
場
公
園

●東京メトロ半蔵門線「清澄白河」下車徒歩３分
●都営大江戸線「清澄白河」下車徒歩３分
●都バス門３３「清澄庭園前」下車徒歩３分
●都バス秋２６「清澄白河駅」下車徒歩４分

会場・深川江戸資料館への交通

3

41
回
目
と
な
る
本
展
で
は
、
伝
統
工
芸
品

の
展
示
、
伝
統
技
術
を
受
け
継
ぐ
区
無
形
文

化
財
保
持
者
に
よ
る
実
演
を
行
い
ま
す
（
左

日
程
表
参
照
）。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
演
時
間
（
2
時
間
30
分
）

〈
午
前
の
部
〉
午
前
10
時
〜
12
時
30
分

〈
午
後
の
部
〉
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

伝
統
工
芸
品
即
売
（
会
期
中
）

会
場
内
で
、
江
東
区
伝
統
工
芸
保
存
会
に

よ
る
工
芸
品
の
即
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

昨年の様子（江戸切子）



清
澄
庭
園
の
石
造
物

4

清
澄
庭
園
（
清
澄
3
︱
3
）
は
、
大
泉

水
を
中
心
に
周
囲
を
園
路
が
巡
る
回
遊
式
の

林
泉
庭
園
で
す
。
そ
の
歴
史
は
、
明
治
11
年

（
1
8
7
8
）
に
三
菱
の
創
業
者
岩
崎
弥
太

郎
が
土
地
を
購
入
し
、
来
客
用
に
庭
園
の
整

備
を
行
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
際
、

全
国
各
地
の
名
石
を
集
め
、
池
の
周
囲
に
配

置
す
る
こ
と
で
、
独
特
な
景
観
が
作
り
出
さ

れ
ま
し
た
（
本
誌
2
6
2
号
参
照
）。
深
川

親し
ん

睦ぼ
く

園え
ん

と
名
付
け
ら
れ
た
庭
園
は
、
二
代
目

弥
之
助
（
弥
太
郎
の
弟
）、
三
代
目
久ひ

さ

弥や

（
弥

太
郎
の
長
男
）
に
引
き
継
が
れ
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
正
12
年
（
1
9
2
3
）

の
関
東
大
震
災
で
被
災
し
、
被
害
の
小
さ

か
っ
た
東
側
の
約
半
分
が
、
翌
年
東
京
市
に

寄
付
さ
れ
、
昭
和
７
年
（
1
9
3
2
）
に
清

澄
庭
園
と
し
て
開
園
し
ま
し
た
。
昭
和
54
年

（
1
9
7
9
）に
は
、東
京
都
指
定
文
化
財（
名

勝
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

庭
園
に
は
、
富
士
山
と
呼
ば
れ
る
築つ

き

山や
ま

が

あ
り
ま
す
が
、
そ

の
左
側
裏
手
に
い

く
つ
か
の
石
造
物

が
安
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
ら
の
石
造
物

は
、
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
も
の
で
、
４
体

が
江
東
区
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
、
簡
単
に
解
説
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

①
阿あ

弥み

陀だ

供く

養よ
う

塔と
う　

延え
ん

宝ぽ
う

７
年
（
1
6
7
9
）

延
宝
７
年
に
法
印
慶
光
の
墓
石
と
し
て
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
す
。
区
内
で
も
古
い
年
号

を
有
し
ま
す
が
、
法
印
慶
光
の
詳
細
は
不
明

で
す
。

②
庚こ

う

申し
ん

塔と
う　

寛か
ん

文ぶ
ん

10
年
（
1
6
7
0
）

民
間
で
信
仰
さ
れ
た
庚
申
信
仰
に
基
づ
い

て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
上
部
は
大
き
く
欠
損

し
、
下
部
に
は
庚
申
信
仰
特
有
の
三
猿
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
庚
申
塔
も

区
内
で
は
古
い
も
の
と
い
え
ま
す
。

③
庚
申
塔　

文ぶ
ん

化か

12
年
（
1
8
1
5
）

上
部
と
右
側
面
が
欠
損
し
、
正
面
に
は
大

き
く
「
庚
申
塔
」、
左
側
面
に
は
文
化
12
年

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
基
礎
部
分
に
浮
彫
り

の
三
猿
は
、
か
な
り
摩
滅
し
て
い
ま
す
。

④
馬ば

頭と
う

観か
ん

音の
ん

供く

養よ
う

塔と
う 

安あ
ん

永え
い

３
年（
1
7
7
4
）

頭
部
に
馬
頭
を
頂
く
忿ふ

ん

怒ぬ

型が
た

の
馬
頭
観
音

像
で
、
安
永
３
年
の
造ぞ

う

立り
ゅ
うで

す
。
民
間
信
仰

で
馬
（
農
耕
や
運
送
な
ど
）
を
供
養
す
る
た

め
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
４
体
の
石
造
物
に
つ
い
て
、
北

村
信
正
『
清
澄
庭
園
』（
東
京
公
園
文
庫
18
）

に
は
、
深
川
親
睦
園
の
庭
園
築
造
当
時
に
出

土
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
と
の
記

述
が
見
ら
れ
ま
す
。
刻
ま
れ
た
年
号
か
ら
、

深
川
親
睦
園

の
築
造
以
前

の
も
の
で
あ

る
こ
と
は
間

違
い
な
い
た

め
、
江
戸
時

代
、
こ
の
地

に
あ
っ
た
下

総
国
関
宿
藩
下し

も

屋や

敷し
き

の
頃
か
ら
の
も
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
先
の
伝
承
に
基
づ
け
ば
、
そ

れ
ら
が
の
ち
に
庭
園
築
造
時
に
発
見
さ
れ
た

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、『
清
澄
庭
園　

景
石
・
石
造
物
め

ぐ
り
』（
東
京
都
公
園
協
会
）
に
よ
れ
ば
、

関
東
大
震
災
（
1
9
2
3
）
以
前
の
深
川
親

睦
園
に
は
、「
田い

な
か舎
家や

」
と
い
う
施
設
が
あ

り
、
石
造
物
は
そ
の
周
辺
に
置
か
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
４
体
の
石
造
物
の
現

在
に
至
る
変
遷
は
、「
田
舎
家
」
時
代
を
除
き
、

不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

仮
に
石
造
物
が
下
屋
敷
当
時
か
ら
あ
っ
た
と

し
た
場
合
、
深
川
親
睦
園
、
清
澄
庭
園
と
続

く
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
置
か
れ
た
場
所
を

変
え
な
が
ら
も
、
常
に
そ
の
空
間
に
存
在
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、

庶
民
の
供
養
や
信
仰
形
態
だ
け
で
な
く
、
江

戸
か
ら
現
代
に
至
る
歴
史
の
繋
が
り
を
伝
え

る
、
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

【
文
化
財
説
明
板
の
紹
介
】

文
化
財
係
で
は
、
江
東
区
登
録
史
跡
や

江
東
区
指
定
文
化
財
の
所
在
地
に
文
化
財

説
明
板
を
設
置
し
、
そ
の
歴
史
や
文
化
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
指
定

文
化
財
説
明
板
「
越
中
島
砲
台
跡
」
を
、

国
立
大
学
法
人
東
京
海
洋
大
学
越
中
島

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
職
員
会
館
前
の
植
込
み

に
設
置
し
ま
し
た
。

越え
っ

中ち
ゅ
う

島じ
ま

砲ほ
う

台だ
い

跡あ
と

越
中
島
砲
台
は
、
日
本
近
海
に
来
航
す

る
外
国
船
に
脅
威
を
感
じ
た
幕
府
が
行
っ

た
江
戸
湾
防
備
体
制
の
一
環
と
し
て
築
造

さ
れ
た
砲
台
で
す
（
詳
細
は
本
誌
2
9
3

号
を
参
照
）。

現
在
、
越
中
島
砲
台
の
跡
地
と
み
ら
れ

る
範
囲
は
、
職
員
会
館
の
辺
り
か
ら
、
そ

の
周
囲
の
舗
装
道
路
や
芝
生
、
ポ
ン
ド
に

か
か
る
辺
り
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
を
明
示
す
る
遺
構
は
現
存
し
て

い
ま
せ
ん
。

●①

●②●③

●④

石仏群案内板

4体の石造物



絵
葉
書
で
見
る
明
治
・
大
正
期
の
亀
戸
駅

資
料
紹
介

5

総
武
本
線
亀
戸
駅
は
明
治
37
年（
1
9
0
4
）

に
江
東
区
域
の
鉄
道
駅
と
し
て
最
初
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
が
、
開
設
当
時
の
工
事
図
面
や

写
真
な
ど
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
ず
、
当

初
の
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
当
区
で
収
集
し
た
明
治
・
大

正
期
発
行
の
絵
葉
書（
亀
戸
駅
構
内
の
浸
水

状
況
を
写
し
た
写
真
使
用
）が
注
目
さ
れ
ま

す
。今
回
、
こ
れ
ら
の
絵
葉
書
を
用
い
て
、

大
正
12
年（
1
9
2
3
）9
月
に
起

き
た
関
東
大
震
災
以
前
の
亀
戸
駅

の
様
子
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

亀
戸
駅
に
つ
い
て

総
武
鉄
道
は
総
武
鉄
道
株

式
会
社
に
よ
っ
て
明
治
27
年

（
1
8
9
4
）7
月
に
市
川
・
佐

倉
駅
間
が
開
通
し
、
同
年
12
月
に
は
本
所
駅

（
現
錦
糸
町
駅
）ま
で
延
伸
し
ま
す
。亀
戸
駅

は
、
地
元
民
の
要
望
な
ど
に
よ
り
同
32
年
12

月
28
日
に
同
社
に
よ
っ
て
建
設
の
申
請
が
な

さ
れ
、
同
33
年
2
月
6
日
に
逓
信
大
臣
の
認

可
が
お
り
、
同
37
年
3
月
29
日
に
開
業
し
ま

し
た
。当
時
、
駅
周
辺
に
点
在
す
る
工
場（
松

井
モ
ス
リ
ン
製
造
所
・
日
清
紡
績
会
社
な
ど
）

へ
の
通
勤
や
亀
戸
梅
屋
敷
・
亀
戸
天
神
社
等

へ
の
行
楽
の
た
め
、
乗

降
者
数
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
な
お
、
総
武

鉄
道（
線
）は
同
40
年
の

国
有
化
に
よ
り
総
武
本

線
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
駅
は
高
架

（
盛
土
）と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
当
時
は
平
坦
に
近
い
状
態
で
し
た
。

『
江
東
区
史
』中
巻（
平
成
9
年
）に
は「
大
正

九
年（
1
9
2
0
）こ
ろ
」で
も「
付
近
一
帯
は

低
地
」と
あ
り
、
海
抜
約
0.
9
m
と
総
武
本

線
に
お
い
て
は
最
も
低
い
駅
だ
っ
た
よ
う
で

す
。『
亀
戸
駅
を
中
心
と
す
る
交
通
報
告
書
』

（
東
京
市
、
昭
和
14
年
）掲
載
の
写
真
を
見
る

と
、
昭
和
14
年
の
段
階
で
は
高
架
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
が
、
震
災
後
の
い

つ
頃
高
架
化
も
し
く
は
盛
土
が
な
さ
れ
た
か

は
不
明
で
す
。

亀
戸
駅
関
連
の
絵
葉
書

関
東
大
震
災
以
前
に
、
平
時
に
亀
戸
駅
を

撮
影
し
た
写
真
は
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、明
治
43
年（
1
9
1
0
）

8
月（
写
真
1
〜
3
）お
よ
び
大
正
6
年

（
1
9
1
7
）9
〜
10
月（
同
4
）の
水
害
時
に

撮
影
さ
れ
た
写
真
を
使
っ
た
絵
葉
書
が
あ

り
、
同
駅
構
内
の
様
子
が
窺
え
ま
す
。写
真

1
は
現
在
の
亀
戸

十
三
間
通
り
辺
り

か
ら
東
方
向
、
同

2
は
ホ
ー
ム
辺
り

を
南
西
か
ら
北
東

方
向
、
同
3
は
東

か
ら
西（
連
絡
橋
）

方
向
、
同
4
は

ホ
ー
ム
の
連
絡
橋

脇
か
ら
東
方
向
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

明
治
44
年
の
地
図（
図
）を
見
る
と
、
線
路

は
駅
の
記
号
よ
り
西
は
2
本（
明
治
40
年
複

線
化
）で
す
が
、
同
東
で
は
4
本
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。絵
葉
書
を
見
る
と
、
連
絡
橋
が

架
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
札
口
は
線

路
南
側
の
1
か
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ

れ
ま
す
。写
真
2
を
見
る
と
ホ
ー
ム
上
に
は

「
か
め
ゐ
ど
／
亀
戸
／
K
A
M
E
I
D
O
」と

書
か
れ
た
駅
名
標
と
電
灯
が
設
置
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
樹
木
が
見
え
ま
す
。

『
大
正
十
二
年　

鉄
道
震
害
調
査
書　

補

遺
』（
鉄
道
省
大
臣
官
房
研
究
所
、昭
和
2
年
）

に
は
、
亀
戸
駅
の
被
害
の
記
述
が
あ
り
、
上

下
乗
降
場
の
ほ
か
本
屋
、
待
合
所
、
仮
貨
物

中
継
荷
扱
所
、
第
一
号
官
舎
、
合
宿
所
、
助

役
詰
所
等
の
施
設
名
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
ら

の
配
置
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
大
正
12
年

9
月
の
時
点
で
多
く
の
駅
関
連
施
設（
建
物
）

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

野
本
賢
二
）

写真1 絵葉書 「（稀有の大洪水）明治四十三年八月十五日
　亀井戸井戸停車場大浸水」　※印字のまま

写真2 絵葉書 「（明治四十三年八月東京大出水之実況） 
亀井戸駅ノ大惨状」

写真2のアップ　※駅名標と電灯

写真3 絵葉書 「明治四十三年八月大洪水ノ実況　
亀井戸駅濁流突破避難汽車」

写真4 絵葉書 絵葉書「（大正六年九月丗日夜半）
◀帝都大暴風雨ノ実況▶ 亀井戸附近ノ惨状」

図 亀戸駅
 「東京府南葛飾郡亀戸町大嶋町」

（明治44年　逓信協会）部分
 （国立国会図書館デジタルコレクション）

現亀戸十三間通り

亀戸駅



江
戸
時
代
の
永
代
橋

江
戸
時
代
の
永
代
橋

江
東
歴
史
紀
行

江
東
歴
史
紀
行

6

現
在
の
永
代
橋
は
、大

た
い
し
ょ
う正

12
年（
1
9
2
3
）

に
発
生
し
た
、
関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興
事

業
の
第
1
号
と
し
て
架
橋
さ
れ
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
の
ラ
イ
ン
川
に
架
か
る
レ
マ
ー
ゲ
ン
鉄

道
橋
を
モ
デ
ル
と
し
た
本
橋
は
、
大
正
15
年

（
1
9
2
6
）
12
月
に
竣
工
し
、
80
年
余
を

経
た
平
成
19
年
（
2
0
0
7
）、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
架
橋
以
来
の
歴
史
を
紐
解
く

こ
と
で
、
隅
田
川
に
架
か
る
永
代
橋
が
、
ど

の
よ
う
に
維
持
さ
れ
、
現
代
に
伝
え
ら
れ
て

き
た
の
か
、
江
戸
時
代
を
中
心
に
、
そ
の
苦

労
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

架
橋
と
破
損

永
代
橋
が
初
め
て
架
橋
さ
れ
た
の
は
、
江

戸
時
代
中
期
の
元げ

ん

禄ろ
く

11
年
（
1
6
9
8
）
で

す
。
そ
れ
以
前
は
渡
船
場
が
設
け
ら
れ
、
船

で
こ
の
大
河
川
を
渡
っ
て
い
た
の
で
、
架
橋

に
よ
る
利
便
性
の
高
ま
り
に
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
文ぶ

ん

政せ
い

11
年（
1
8
2
8
）の『
町ま

ち

方か
た

書か
き

上あ
げ

』（
以
下『
書

上
』、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
あ
る
「
永

代
橋
」
の
項
に
は
、
同
橋
は
、
隅
田
川
の
両

端
を
結
ぶ
渡
し
の
場
所
に
、
東と

う

叡え
い

山ざ
ん

寛か
ん

永え
い

寺じ

の
中ち

ゅ
う

堂ど
う（

根こ
ん

本ぽ
ん

中
堂
）を
建
て
た
残
木
を
も
っ

て
架
橋
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
架
橋
か
ら
21
年
後
の
享

き
ょ
う

保ほ
う

4

年
（
1
7
1
9
）
3
月
に
、
幕
府
は
早
く
も

橋
を
取
り
払
う
命
を
下
し
ま
し
た
。
一
度
架

け
た
橋
を
撤
去
す
る
と
い
う
幕
府
の
方
針
に

対
し
、
深
川
の
町
々
は
平
日
の
往
来
や
風
雨
・

出
火
の
時
に
難
儀
す
る
た
め
、
取
り
壊
さ
ず
、

橋
を
深
川
の
町
に
よ
る
管
理
に
し
て
く
れ
る

よ
う
、
町
奉
行
の
大
岡
越
前
守
に
願
い
上
げ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
願
い
は
、
ほ
ど
な

く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
の
こ
と
を
、
そ
の
背
景
も
含
め
、

『
重

ち
ょ
う

宝ほ
う

録ろ
く　

十
八
』（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
）

か
ら
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
当
時
の
南
町
奉
行

大
岡
越え

ち

前ぜ
ん

守の
か
み

と
北
町
奉
行
中
山
出い

ず

雲も
の

守か
み

が
中

心
と
な
り
対
応
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
両
町
奉

行
は
、
幕
府
の
普ふ

請し
ん

奉
行
ほ
か
1
名
と
と
も

に
、
享
保
4
年
（
1
7
1
9
）
3
月
に
「
覚
」

と
い
う
文
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

は
、
永
代
橋
と
と
も
に
新
大
橋
の
破
損
に
関

す
る
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
認
識
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
①
「
大
破
」
の
た
め
修
復
は

難
し
く
、
新
規
に
架
橋
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ

と
、②
橋
杭
も
水
際
か
ら
く
さ
り
、「
諸
道
具
」

と
も
に
朽
ち
果
て
、
往
来
は
危
険
で
あ
る
こ

と
、
③
永
代
橋
は
新
大
橋
よ
り
高
く
て
丈
夫

に
造
ら
れ
て
お
り
、
架
橋
に
際
し
て
新
大
橋

よ
り
は
経
費
が
増
す
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
の

3
点
で
し
た
。

ま
た
、
同
月
に
作
成
さ
れ
た
も
う
一
つ
の

「
覚
」
と
い
う
文
書
で
は
、
両
橋
の
う
ち
一
ヶ

所
を
取
り
払
い
た
い
と
し
た
う
え
で
、
見
分

の
う
え
思
案
し
た
と
こ
ろ
、
永
代
橋
を
取
り

払
い
、
新
大
橋
を
残
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
見
分
の
目
的
に
つ
い
て
は
、

一
つ
に
は
両
橋
の
破
損
状
況
を
実
際
に
確
認

す
る
こ
と
、
二
つ
に
は
両
橋
の
架
け
ら
れ
て

い
る
地
域
的
な
必
要
性

4

4

4

4

4

4

4

を
見
極
め
る
こ
と
に

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
幕

府
は
永
代
橋
を
取
り
払
う
こ
と
に
決
定
し
た

の
で
す
。
こ
の
と
き
、元
禄
6
年（
1
6
9
3
）

に
架
橋
さ
れ
た
新
大
橋
も
26
年
し
か
経
過
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
隅
田
川
に
架
け

ら
れ
た
両
橋
と
も
、
わ
ず
か
20
年
余
り
で
修

復
不
可
能
な
状
態
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

橋
の
取
り
払
い

両
町
奉
行
は
、
永
代
橋
取
り
払
い
決
定
の

理
由
と
し
て
、
次
の
2
つ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
新
大
橋
が
本
所
の
中
ほ
ど
に
あ
る

た
め
、
火
事
な
ど
に
際
し
て
、
人
混
み
で
両

国
橋
が
渡
れ
な
く
な
っ
て
も
、
新
大
橋
を
渡

れ
ば
支
障
が
な
い
こ
と
、
二
つ
は
、
永
代
橋

は
渡
る
人
が
多
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
橋
が

な
く
な
っ
て
も
新
大
橋
を
渡
れ
ば
支
障
が
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
永
代

橋
の
方
が
利
用
者
は
多
い
と
認
め
つ
つ
も
、

新
大
橋
が
本
所
の
中
ほ
ど
に
あ
る
と
い
う
点

を
重
視
し
て
お
り
、
新
大
橋
が
あ
れ
ば
、
本

所
・
深
川
の
人
々
の
生
活
は
支
障
を
き
た
さ

な
い
と
い
う
判
断
で
す
。
こ
れ
が
、
先
述
の

「
地
域
的
な
必
要
性
」
を
見
極
め
る
と
い
う

江戸名所図会　永代橋 （国立国会図書館デジタルコレクション）

江戸名所図会　新大橋 （国立国会図書館デジタルコレクション）
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こ
と
で
あ
り
、
見
分
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
永
代
橋
を
取
り
払
わ

れ
て
は
、
深
川
の
人
々
に
と
っ
て
、
生
活
・

商
売
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
支
障
が
生
ず
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
幕
府
が
い
く
ら
新
大
橋

が
あ
る
か
ら
支
障
は
な
い
と
い
っ
て
も
、
町

人
目
線
で
考
え
れ
ば
、
大
い
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
そ
の
た
め
、
深
川

の
町
々
は
、
翌
享
保
4
年
（
1
7
1
9
）
4

月
に
橋
を
残
し
、
町
人
へ
下
さ
る
よ
う
願
い

上
げ
ま
し
た
。

願
い
の
内
容
は
、
大
岡
・
中
山
両
町
奉
行

名
で
同
月
に
作
成
さ
れ
た「
覚
」に
記
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
文
書
は
北
町
奉
行
所
で
認し

た
た

め
ら

れ
た
の
ち
、
4
月
8
日
に
老
中
の
戸
田
山
城

守
と
若
年
寄
の
大
久
保
佐
渡
守
に
上
申
さ
れ
、

2
日
後
の
10
日
に
は
、
承
認
し
た
こ
と
が
大

岡
越
前
守

に
伝
え
ら

れ
て
い
ま

す
。
大
岡

は
、
翌
11

日
に
町
人

を
呼
び
出

し
、
両
町

奉
行
立
ち

合
い
の
も

と
、
橋
を

深
川
の
町

へ
下
す
と
の
申
し
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。『
書

上
』に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
、
橋
と
と
も
に
橋
の

東
西
に
つ
な
が
る
広ひ

ろ

小こ
う

路じ

も
助じ

ょ

成せ
い

地ち

と
し
て

町
に
下
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
深
川
の
町
名
4

4

主4

8
人
が
、「
橋は

し

懸が
か

り
」に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

橋
の
管
理

し
か
し
、
橋
の
管
理
は
そ
う
簡
単
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。『
書
上
』
に
記

さ
れ
た
永
代
橋
の
長
さ
は
、
1
1
4
間
（
約

2
0
5
m
）、
幅
は
3
間
4
尺
5
寸
（
約
6
・

7
5
m
）
で
す
。
経け

い

年ね
ん

劣れ
っ

化か

や
大
雨
・
洪
水

な
ど
に
際
し
て
、
そ
の
よ
う
な
大
橋
を
幾
度

と
な
く
修
復
す
る
に
は
、
多
額
の
費
用
を
要

し
、
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
2

年
後
の
享
保
6
年
（
1
7
2
1
）、
深
川
と

日
本
橋
の
町
々
は
、
武
家
を
除
き
、
橋
を
往

来
す
る
人
か
ら
一
人
2
文も

ん

づ
つ
渡
銭
を
徴
収

し
た
い
と
、
幕
府
に
願
い
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
願
い
に
対
し
、
幕
府
の
許
可
は
下
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
5
年
後
の
同
11

年
（
1
7
2
6
）
6
月
に
再
び
出
願
し
、
7

年
間
の
期
限
つ
き
で
、
2
文
の
徴
収
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
一
時
期
を
除
き
、

2
文
な
い
し
1
文
の
徴
収
を
、
継
続
し
て
願

い
上
げ
て
い
ま
す
（
表
）。

ち
な
み
に
、
渡
銭
の
徴
収
は
、
新
大
橋
で

も
行
わ
れ
ま
し
た
（
本
誌
2
3
9
号
参
照
）。

同
誌
に
よ
れ
ば
、
同
橋
を
渡
る
人
は
、
月
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
1
日
あ
た
り
概
ね

3
0
0
0
〜
5
0
0
0
人
前
後
で
、
月
に

お
よ
そ
8
〜
15
万
人
ほ
ど
に
も
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、1
人
2
文
で
も
相
当
な
額
に
上
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
の
点
、
往
来
人
数
は
永
代

橋
の
方
が
多
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
の
で
、
2

文
・
1
文
・
無む

渡と

銭せ
ん

の
違
い
は
、
橋
の
維
持

に
も
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

橋
の
事
故
と
管
理
責
任

そ
ん
な
中
、
永
代
橋
で
一
つ
の
事
故
が
起

こ
り
ま
し
た
。
文ぶ

ん

化か

4
年
（
1
8
0
7
）
8

月
19
日
の
永
代
橋
落
橋
で
す
。『
書
上
』
に

よ
れ
ば
、
橋
に
近
い
深
川
（
富
岡
）
八
幡
宮

の
祭
礼
で
、
橋
上
に
人
が
群
集
し
た
昼
四
ツ

時
（
午
前
10
時
）
頃
、
橋
の
中
央
よ
り
西
側

（
深
川
側
）
が
崩
れ
、
溺で

き

死し

者し
ゃ

や
け
が
人
が

多
数
に
上
っ
た
の
で
す
。
幕
府
は
検け

ん

使し

（
調

査
）
の
上
、
深
川
町
人
の
橋
の
請
負
人
3
人

と
番
人
、
渡
銭
取
を
南
町
奉
行
所
に
呼
び
出

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
奉
行
の
根
岸
肥
前
守

は
、
請
負
人
3
人
に
入じ

ゅ

牢ろ
う

、
番
人
・
渡
銭
取

は
、
一
時
預
か
り
の
う
え
、
北
町
奉
行
の
小

田
切
土
佐
守
に
引
き
渡
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
請
負
人
3
人
の
う
ち
、
深
川
北
川
町

の
家
主
4

4

喜き

え

も

ん

右
衛
門
は
病
死
、
中
島
町
家
主
4

4

忠ち
ゅ
う
え
も
ん

右
衛
門
、
同
町
家
主
4

4

平へ

い

え

も

ん

右
衛
門
は
遠え

ん

島と
う

、

橋
番
人
は
お
叱し

か

り
に
な
り
ま
し
た
。

橋
は
、
享
保
4
年
以
来
、
深
川
の
町
々
の

管
理
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
請
負
人
（
家

主
）
が
当
初
か
ら
存
在
し
た
の
か
否
か
、
ま

た
橋
懸
り
（
町
名
主
）
と
の
関
係
や
、
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
な
ど
、
具
体

的
な
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
事

故
を
う
け
て
、
入
牢
そ
し
て
遠
島
と
い
う
重

い
罰
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
請
負
人
が
橋
の

管
理
責
任
者
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
た
め
管
理
不
行
き
届
き
が
咎と

が

め
ら

れ
、
責
任
を
負
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

架
橋
の
の
ち
、
わ
ず
か
21
年
で
幕
府
が
修

復
不
可
能
と
判
断
し
、
取
り
払
わ
れ
る
運
命

に
あ
っ
た
永
代
橋
。
現
在
の
よ
う
な
安
全
基

準
も
な
い
当
時
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
常
に

事
故
の
危
険
性
が
内
在
し
て
い
た
と
も
い
え

ま
す
。
そ
の
橋
を
深
川
の
町
々
が
、
協
力
し

合
い
な
が
ら
維
持
し
続
け
た
こ
と
で
、
明
治

以
降
も
永
代
橋
は
存
在
し
つ
づ
け
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

表　渡銭徴収の経緯
年代 徴収額 可否 期限 関係町名 備考

享保6年（1721） 2文 否 ー 深川・日本橋
享保11年（1726）6月～ 2文 可 7年 深川町々
※享保14年4月橋掛け直し　※享保18年5月～無渡銭往来
元文元年（1736）9月～ 1文 可 10年
延享3年（1746）9月～ 1文 可 10年 年延
※期間中の寛延3年（1750）深川町々に神田川浚いを命じられる
※宝暦10年（1760）2月に永代橋焼失、仮橋
宝暦10年（1760）9月～ 1文 可 ー
宝暦14年（1764）11月～ 2文 可 ー
※明和2年（1765）永代橋完成
明和7年（1770）～ 2文 可 ー のち１文
※天明1年（1781）から隅田川出水続き破損掛継ぐ
※寛政2年（1790）迄に長さ14間（約25m）残らず普請、多額の借金
寛政3年（1791）7月～ 2文 可 5年 年延の願い
※寛政4年（1792）9月4日大風雨で廻船が橋に当たる、普請できず船渡し
※文化4年（1807）永代橋落橋、橋請負人3人入牢
文化6年（1809）2月～ 無渡銭 ー ー 菱垣廻船仲間 幕命か？
文政2年（1819）6月～ 深川町々 町方入用橋
『町方書上』により作成　※文政11年（1828）成立のため、文政2年以降記述なし

深川新堀川辺永代橋近辺絵図 （国立国会図書館デジタルコレクション）

西広小路 東広小路

永代橋

大
川（
隅
田
川
）
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元
禄
11
年
（
1
6
9
8
）
創そ

う

架か

の
永
代
橋

は
、明
治
維
新
後
、明
治
8
年
（
1
8
7
5
）、

同
30
年
、
大
正
15
年
（
1
9
2
6
）
の
3
度

に
わ
た
り
架
け
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
明
治
8
年
に
架
橋
さ
れ
た
永
代
橋
の

姿
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

馬
車
が
通
る

明
治
8
年
4
月
2
日
に
開
橋
し
た
永
代
橋

は
、
旧
橋
よ
り
わ
ず
か
に
下
流
に
架
け
ら
れ
、

石
造
り
の
親お

や

柱ば
し
ら、
X
字
の
高こ

う

欄ら
ん

を
持
つ
、
方ほ

う

杖づ
え

形
式
の
洋
式
木
橋
と
な
り
ま
し
た
。

永
代
橋
を
描
く
図
1
に
は
、
往
来
す
る
馬

車
や
人
力
車
が
見
え
ま
す
。
明
治
5
年
10
月

13
日
に
、
そ
れ
ま
で
人
力
車
の
み
通
行
が
許

さ
れ
て
い
た
隅
田
川
の
四
大
橋
（
永
代
橋
、

新
大
橋
、
両
国
橋
、
大
川
橋
）
の
う
ち
、
当

時
仮
橋
で
あ
っ
た
永
代
橋
を
除
い
て
、
馬
車

や
荷
車
の
通
行

が
許
可
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の

は
、
当
時
四
大

橋
の
架
替
修
復

を
担
当
し
て
い

た
大
蔵
省
の
岡

本
土
木
頭
の
建

白
で
す
。
岡
本

は
、
馬
車
な
ど
の
通
行
で
橋
が
壊こ

わ

れ
や
す
く

な
る
こ
と
を
恐
れ
る
の
は
、「
一
銭
ヲ
吝お

し

ミ

テ
百
銭
ノ
失
ヲ
知
ラ
サ
ル
ノ
誤

あ
や
ま
りナ

リ
」（
1

銭
を
惜
し
ん
だ
ば
か
り
に
後
に
1
0
0
銭
の

大
損
を
し
て
し
ま
う
こ
と
）
と
し
て
、
通
行

禁
止
は
「
開
明
ノ
道
」（
将
来
の
発
展
）
を

閉
ざ
し
て
し
ま
う
も
の
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

人
と
車
と
に
路
を
分
け
る

永
代
橋
は
、
旧
来
よ
り
反
り
を
減
ら
し
、

幅
を
旧
橋
の
3
間
3
分
（
約
5
・
5
m
）
か

ら
6
間
（
約
11
m
）
へ
と
拡
げ
、
う
ち
左
右

7
尺
（
約
2
・
1
m
）
ず
つ
を
「
人
民
通
行
」、

中
の
1
丈
5
尺
（
約
4
・
5
m
）
の
間
を
「
諸

車
通
行
」
と
し
て
、
人
と
車
の
路み

ち

を
分
け
ま

し
た
。
そ
の
様
子
は
、
永
代
橋
を
西
詰
か
ら

望
む
図
2
を
見
る
と
よ
く
分
か
り
ま
す
。

路
を
人
と
車
と
に
分
け
る
と
い
う
考
え
方

は
、
明
治
4
年
4
月
に
東
京
府
が
府
下
の
道

路
を
「
車
馬
通
行
」
と
「
徒
歩
往
来
」
と
に

分
け
る
こ
と
を
政

府
へ
提
案
し
た
こ

と
が
始
め
で
し
ょ

う
（『
銀
座
煉れ

ん

瓦が

街
の
建
設
』）。
こ

の
時
に
対
象
と

な
っ
た
道
路
は
、

高
輪
口
（
港
区
）

か
ら
筋す

じ

違か
い

橋ば
し

御
門

（
千
代
田
区
）
ま

で
の
間
で
、
馬
車

や
人
力
車
の
往
来
が
は
げ
し
く
、
老
人
や
子

ど
も
が
歩
く
に
は
危
険
で
、
時
に
は
人
命
に

関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
外

国
人
が
利
用
す
る
道
で
も
あ
る
の
で
、
人
や

車
が
入
り
交
じ
る
状
況
は
体
裁
が
悪
い
も
の

で
し
た
。
維
新
後
の
欧
化
政
策
の
中
で
、
道

路
も
そ
の
一
部
で
あ
る
橋
も
西
洋
化
が
進
ん

だ
と
い
え
ま
す
。

船
除
杭
と
木
標

木
造
橋
は
年
を
経へ

る
に
従
い
腐ふ

朽き
ゅ
うし

て
い

く
の
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
す
が
、加
え
て

永
代
橋
は
、海
に
臨
ん
で
い
る
た
め
に
風
波
に

よ
る
被
害
も
少
な
く
な
く
、暴
風
の
時
な
ど
は

佃
島
あ
た
り
に
碇て

い

泊は
く

す
る
廻
船
が
衝

し
ょ
う

突と
つ

し
て

損
傷
す
る
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
内
務
省（
大
蔵
省
よ
り
所
管
替
え
）

は
、永
代
橋
の
下
流
側
に
船ふ

な

除よ
け

杭ぐ
い

の
建
設
を

意
図
し
、
明
治
7
年
6
月
23
日
に
許
可
を
受

け
て
い
ま
す
。
船
除
杭
は
橋
の
側
に
建
ち
並

び
（
図
3
）、
杭
木
は
虫
除
け
の
た
め
に
銅

板
で
覆お

お

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
内
務
省
は
、
船
が
た
や
す
く
永
代
橋

に
衝
突
し
な
い
よ

う
に
、
橋
よ
り
下

流
1
︐0
0
0
尺

（
約
3
0
3
m
）の

川
中
左
右
に
木も

く

標ひ
ょ
う（

図
4
）を
1
基

ず
つ
建
て
、
木
標

よ
り
上
流
へ
の
碇

泊
を
禁
止
し
た
こ

と
を
、
明
治
8
年

3
月
25
日
に
正せ

い

院い
ん

（
明
治
政
府
の
最

高
機
関
）へ
報
告
し
て
い
ま
す
。

廻
船
の
碇
泊
地
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代

の
寛か

ん

政せ
い

6
年
（
1
7
9
4
）
6
月
に
、
春
夏

冬
は
従
来
通
り
永
代
橋
よ
り
下
流
40
間
か
ら

50
間
（
約
73
m
〜
91
m
）
ほ
ど
離
れ
て
碇
泊

し
、
大
風
雨
の
多
い
7
月
か
ら
9
月
の
間
は

橋
よ
り
下
流
2
0
0
間
（
約
3
6
4
m
）
ほ

ど
離
れ
る
よ
う
に
と
の
取
り
決
め
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
（「
三
橋
以
下
橋
々
書
類
」
60
、

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）。

と
こ
ろ
が
内
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ

の
仕し

来き
た

り
が
近
年
で
は
守
ら
れ
ず
、
永
代
橋

の
す
ぐ
近
く
に
碇
泊
す
る
船
も
あ
っ
て
大
変

に
危
険
な
状
況
で
あ
っ
た
の
で
す
。

永
代
橋
そ
の
後

明
治
30
年
11
月
、
永
代
橋
は
鉄
橋
と
し

て
架
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
東
京
市
の
水
道

改
良
事
業
に
と
も
な
い
、
隅
田
川
を
渡
す
水

道
管
を
支
持
す
る
に
は
鉄
橋
で
あ
る
必
要
が

あ
っ
た
た
め
で
す
。
ま
た
、
水
道
管
布ふ

設せ
つ

の
た
め
に
開か

い

拡か
く

さ
れ
る
道
路
（
現
永
代
通

り
）
と
直
線
に
な
る
よ
う
に
、
旧
橋
よ
り
約

1
2
0
m
下
流
に
架
け
ら
れ
ま
し
た
（「
東

京
市
区
改
正
委
員
会
議
事
録
」
第
88
号
）。

※
典
拠
「
太
政
類
典
」「
公
文
録
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

（
文
化
財
主
任
専
門
員
　
栗
原�

修
）

明
治
８
年
架
橋
の
永
代
橋

図1 ｢東京第一名所 永代橋之真景｣
（国立国会図書館デジタルコレクション）

図2 ｢東京名所 永代橋真景｣（慶應義塾図書館所蔵資料）

図3 永代橋
（『幕末･明治･大正回顧八十年史』第5輯､昭和10年､

国立国会図書館デジタルコレクション）

図4 木標
（｢公文録｣第109巻､
国立公文書館所蔵）


